
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































脚⑱ ㈱ ＧＤ６ｃ’㈹㈹㈹ ㈹ 鯛ド
イ
ツ
海
軍
ベ
ナ
ン
基
地
双
眼
鏡
⑭ ㈹ ㈹㈹㈹
＊（フランス）
仏騰蜘杢兀無線鍵
横
須
賀
軍
需
部
行
き
＊（スウェーデン）
瑞
典
印
字
機
海
軍
省
副
官
宛
瞥
類
艦本総務部行き
＊
 
メトックス受信機（逆探知機）
無電検査機（㈹㈱はドイツ海軍提供のもので、一部伊・・に装備）
高
度
飛
行
用
圧
力
室
製
造
図
而
お
よ
び
部
品
在
東
京
ド
イ
ツ
大
使
館
行
き
託
送
品
加、、機銃抑薬見本
麺
送
印
字
機
帝国海顛託送品
ド
イ
ツ
海
巫
託
送
品
ド
イ
ツ
海
軍
託
送
品
ウ
ェ
ネ
カ
ー
中
将
宛
ドイツ海耶郵便物
ウ
ェ
ネ
カ
ー
中
将
宛
陸軍事務所託送図面
＊
 
ハゼリンクリプトグラフ（暗号用タイプライターの←」とか？）帝国大使館託送品外務省行き
曰Ｆ【旨尻・【扇完。『。【。【・
太
陽
ウ
オ
ッ
チ
社
託
送
品
水
路
部
行
蜘売無線機械＊
 
（タイプライター）
八一
鞄○
組 台台
三
○
個
五袋 四箱 一ハ（ロ
三
八
五
個
一
組
－－ 
箱
一
組
3７ 
ドイツ占領下のブレスト耶港で伊８に搭栽し、日本まで運んだこれらの物件の中には、兵器類以外にＸ線機器や薬
品など医療用のものも含まれていることは注目すべきことである。またこのリストの中には見当たらないが、当時ド
イツで医学資料の収集に従事していた文部省の派遣者から託されたペニシリンに関する文献が伊８によってわが国に
持たらされたという（小菅昭一郎）。ペニシリンはイギリスの微生物学者フレミングニ八八一’一九五五）が一九
二八年アオカビから発見し、のちに抗生物質として実用化されたものだが、日本でも戦前にその研究開発が行なわれ
ていた。しかし、実際に用いられるようになったのは戦後のことである。ドイツから潜水艦によって将来されたその
資料が、わが国の医学界にどれだけ寄与したものか分らぬが、｜っのエピソードとして紹介しておく。舶赦品の兵器
のうち、モーゼル社製の二○ミリ機銃（ＭＧ一五一型）は、対空機銃に改め二連装としてＵポートに装備されていた
く別）
もので、軽くて操縦性に優れたものであったという。この機銃は、初期の陸軍戦闘機「飛燕」につけられた。またラ
ィンメタル社の一三ミリ航空機用機銃（ＭＧ一一一二型）は、ドルニエＤ一一一七双発爆鵬機やユンカース皿配双発爆繋
機に装備されていたもので、日本海軍は昭和一八年これをコピーし、二式一三ミリ機銃として量産し、それを双発の
新鋭爆撃機「銀河」に装備した（木俣滋郎「日本潜水艦戦史』。
また伊８で持ち帰った物件の中で最も喜ばれたのは、ドイツの魚雷艇で使用されていたダムラー・ベンツ社製の二
○○○ＰＳディーゼル・エンジンＭＢ５０ｌＡｌ３（二四○○馬力、全長四メートル、重量四・五トン）であった。
661（5３ 
虹
務
局
行
き
瞥
類
艦
本
会
計
部
行
き
轡
類
一鞄
四
鞄
注Ⅱ＊は引用者（宮永）による。
3８ 
敵中突破五万四○○○キロ
伊８はこのエンジンを偵察機を搭祓していた格納庫に入れて日本に運んだ。このエンジンは呉で陸揚げされた後、国
産化が急がれていたため直ちに三菱重工川崎製作所に秘かに送られ調査された。が、当時の日本の劣悪な技術力では
薮産は無理であるとの判断から、国産化は断念された。製造中止の理由としては、㈹約三メーターのアルミ合金製ク
シ
ヤ
フ
ト
ランクヶース（内燃機関の室）およびオィルパン（油受）の鋳造ができぬこと、口一体鍛造クランク軸（材質はニ
た
ん
そ
う
ツヶルクロム銅？）の鍛造（金属を熱し、圧力を加え成形する）ができぬこと、曰主軸受のロー｜フーベアリングの精（鋼）
度は日本では不可能なること、四シリンダーおよびシリンダーヘッドの一体溶接ができぬこと等によるものであった。
当時の日本海軍は先端軍事技術の研究におくれ気味であったから、ドイツから兵器類をもらい受けることは願って
もないことであった。とくに焦眉の急であったのは、高速魚雷艇の建造であった。元々、日本海軍の首脳部の頭にあ
った戦法は、日露戦争のときのような砲撃戦による艦隊決戦であり、航空機や小艦による戦いは眼中になかった。と
ころが南太平洋における物質揚陸の作戦中、商船隊や潜水艦までがアメリカ海軍の魚雷艇（時速四○ノット以上）の
えじきとなり、さらにスリガオ海峡（ミンダナオ島北東端）の海戦では、西村艦隊の戦艦「山城」（二九三三○トン、
艦長篠田勝情大佐）が昭和一九年一○月二五日アメリカ側の執勧な魚雷艇による攻撃によって転覆沈没するにいたっ
ては、艦砲による戦いを念頭においていた日本海軍にとって大きなショックであった。その結果、魚雷艇の存在価値
が再認識され、その建造がにわかに要請されたのである。ベンツ社のディーゼル・エンジンの国産化はついに実現し
ないまま、終戦を迎えることになったが、戦後間もない昭和二九年に、早くも日本人の技術者がドイツのエンジンに
比肩しうる独自のディーゼル機関を開発し、それを海上自衛隊のＰＴ４種、ＰＴｎ種の国産魚雷艇（いずれも速力は
三○－四○ノット）に取りつけるまでなったことは感嘆すべきことであり、面目躍如たるものがある。
また伊８がドイツ行において痛感し、反省を求められた点は、当時の日本の電波兵器の立ち遅れであった。伊８が
3９ 
呉を出港するときに装備した「三式超短波受信機」などは、性能・機能のどれひとつ比べてもドイツの逆探知機メト
ックスに及ばぬもので、日本は伊８の帰港後、電波兵器のおくれが戦争の帰趨を左右するであろうことに気づき研究釦
（斑）
をすすめ、「八木アンテナ」なるものを完成したが、時すでにおそく、敗戦は間近に迫りつつあった。・・…．
いずれにせよ、大戦末期、久しく途絶していた日独の交通を潜水艦をもって回復しようとした日本海軍の努力と勇
気は、成果の大小は別にして、大いに称賛に値いするものであり、日本人の偉業の一つとして銘記せねばならない。
今から二○年ほど前になろうか、たしか「ＮＨＫスペシャル」は、昭和二○年五月一三日大西洋上のＵポート二一一一
四号（艦長フェラー大尉）の艦内で自決した二名の日本海軍の技術士官（友永、庄司両中佐）のことを取り上げ放映
し
た
。
ド
イ
ツ
の
崩
壊
を
前
に
し
て
、
ケ
ス
ラ
ー
空
軍
大
将
は
、
ド
イ
ツ
空
軍
の
技
術
一
切
を
日
本
に
移
す
つ
も
り
で
二
名
の
日
本
海
軍
の技術士官とＵ二三四号で日本に向うつもりであった。が、五月七日ヒトラーの死によって、ドイツは無条件降伏し
た。同艦もデーニッッ元帥の命により、連合軍に投降することになった。が、友永・庄司ら技術将校は、生きながら
連合軍の捕虜になることを潔しよしとせず、自ら死を選んだのである。自らを律するに厳しい日本海軍士官としての
誇りと魂を見せたこのドラマは、ひじょうに心に迫るものであった。その後さらに時が経過し、吉村昭の「深海の使
者」を見い出し、耽読した。同書は、第二次大戦中、日独両国の連絡使として数次にわたってヨーロッパに赴いた日
本潜水艦を描いたものである。先年、ＮＨＫが放映した友永・庄司両中佐のドラマと重ね合わせて読むと、当時の遣
独潜水艦のことがよく理解できた。その後も戦記ものや軍事雑誌を漁っては味読した。中でも私の興味の中心は、戦
時下、ヨーロッパで過ごした邦人の生きざまにあり、その私記や記録も愛読した。
平成六年の盛夏、久々に取材でイギリスを訪れた折、大陸に渡り、遣独潜水艦と縁がふかいブレスト、ロリァン、
キールの軍港を見学した。これら三港は、第二次大戦中、連合国の激しい空襲を受け、いずれも港湾と市街地の八○
敵中突破五万四○○○キロ
本稿の執筆においていろいろお世話になった方々は多い。元海軍少将内野信二氏からは写真の掲載許可を、ブレス
ト在住のエミル・ケルネーヴ（戦時中、ブレストのブンカーの徴用工）、ブレスト古文書館のアニー・アンウッド女史、
防衛研究所戦史部の調査研究員川野晄明諸氏から資料の提供を得、また海軍用語の疑義について法政大学名誉教授秋
田成就氏（元海軍中尉、戦艦「山城」乗組員を経て海軍軍令部出仕）から教示を得ました。記して感謝を表します。
稿である。
％
を
失
な
っ
た
。
け
れ
ど
ブ
レ
ス
ト
、
ロ
リ
ア
ン
に
は
五
○
年
前
に
造
っ
た
ブ
ン
カ
ー
が
現
存
し
、
ま
た
キ
ー
ル
郊
外
の
ラ
ポ
エ
に
Ｕ
ボ
ー
ト
（
Ｕ
九
九
五
号
、
一
九
四
三
年
建
造
）
の
実
物
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
遺
物
を
ひ
じ
ょ
う
に
興
味
を
も
っ
て
実
見
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ブ
レ
ス
ト
、
ロ
リ
ア
ン
を
訪
れ
た
に
は
ま
た
別
な
目
的
も
あ
っ
た
。
実
は
慶
応
元
年
二
八
六
五
）
一
○
月
、
た
け
な
か
横須賀製鉄所建設の用務を帯びて外国奉行柴田貞太郎剛中（日向守）の”産業使節団“がこれら一一港の海軍工廠を見
学に訪れていたからである。その資料を何か得たいと思っての訪問でもあった。柴田一行に関しては、その後新資料
を
得
た
の
で
別
な
機
会
に
一
文
を
草
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
本
稿
執
鑓
の
直
接
の
”
機
は
、
帰
鬮
後
古
瞥
で
伊
八
潜
史
刊
行
会
編
章
第
八
潜
水
艦
史
ｌ
伊
八
瀞
の
鰯
け
る
露
」
斐
品
伊八潜史刊行会、昭和五四年三月刊）を求め、縮読したことによる。同書は、伊８の元乗組員の私記を編んだもので、
その二七七～三七五頁までが、訪独記の部分である。ブレスト入港時やシャトーヌフ休養所、パリ見物などの写真一
六葉添えられていて、ひじょうに興味を引く内容である。そこに描かれているのは、個人的な回想と赤裸々な記録で
ある。が、私は現地において、伊８が収納されたプンカーや旅宿（兵舎）の建物をこの眼で見ていたから、どの記事
も生々しく胸に迫り、実感としてよく理解できた。こういった印象は、机上では得られぬ、現場において実見した者
だけが享受できるものであろう。かくして「第八潜水艦史」に触発され、一層の感興をもよおし、筆を執ったのが本
4１ 
注（１）石倉武夫遡稿「訪独配」（「伊八潜史刊行会編伊号鱗八潜水艦史ｌ伊八鱈の鰯ける航跡」所収、伊八潜史刊行会、昭姐
（２）内野信二艦長は、明治三三年八月六日生まれ。鹿児島市出身。大正一○年七月一六日海軍兵学校卒業（海兵第四九期）、
今
も
健
在
で
あ
る
。
本
年
八
月
で
満
九
五
歳
。
（３）内野信二「訪独完遂俳号第八潜水艦」（「日本海爪潜水艦史」所収、日本海軍潜水艦史刊行会、昭和五四年九月）
（４）伺右。
（５）「日本海叩潜水艦史」、三○二１三○四頁。
（６）注（３）を参照。
（７）録鯉大本営海軍部・連合艦隊⑤」（辮鍼朝雲新聞社、昭和四九年三月）、五七八頁。
（８）井浦祥二郎「潜水艦隊」（朝日ソノラマ、平成四年九月）、’’五一頁。
（
９
）
西
尾
周
作
「
伊
号
第
八
潜
水
艦
、
い
よ
い
よ
特
殊
任
務
に
つ
く
」
ｓ
伊
号
第
八
潜
水
艦
史
」
所
収
）
（Ⅷ）注（５）の三五二頁。
（Ⅱ）注（９）に同じ。
Ｅ
）
艦
長
な
ど
が
死
亡
の
と
き
、
指
揮
権
を
も
つ
将
校
を
い
う
。
（型岩永賢二「伊八潜の給油訓練とその実施」（「伊号第八潜水艦史」所収）
口）吉村昭「深海の使者」（文蕊春秋、昭和五一年四月）
（胆）注（９）に同じ。
（蛆）桑島斎三「特殊任務の思い出」（「伊号第八潜水艦史」所収）
（Ⅳ）山中静三「伊八号潜水艦ドイツ派避便乗記」（「伊号第八潜水艦史」）
（旧）注（９）に同じ。
（四）注（ｕ）に同じ。
和五四年三月）
敵中突破五万四○○○キロ
Ｆ￣、〆へ－、￣、ダーヘ〆～
４０３９３８３７３６３５ 
－ジ－－、一〆、－ジ～￣、－〆
グー、ゴー￣、デー､〆宍へ〆～グー、デー､￣､グー、￣､〆￣､〆へ－、〆￣、３４３３３２３１３０２９２８２７２６２５２４２３２２２１２０ ￣”､＝＝、－〆～訴～￣、－＝ミーン－－～－－、－グ～ジ、-－、－プ、－＝、￣「錆二次世界大戦で沈んだドイツＵポート一覧」（鴛鋼クレーマー「Ｕポート・コマンダーｌ潜水艦職を生き抜いた男』
所収、早川書房、平成六年七月）
エミル・ケルネーブ氏提供の資料（新聞記事）による。
注（１）に同じ。
同右。
注茄）に同じ。
注（９）に同じ。
注（１）に同じ。
注（３）に同じ。
「ドイツ通信社」
注（Ⅳ）に同じ。
注（９）に同じ。
注定）に同じ。
性行）に同じ。
同右。
注（３）に同じ。
注（９）に同じ。
注（３）に同じ。
注（ｕに同じ。
注、）を参照。
同右。
内野信二「ドイツ派遮」言伊号第八潜水艦史」所収）
□⑰巨扇、冨晩室印：『一呂訂。目『Ｃのことか。
4３ 
〆～〆～グー～￣、グー、〆■へ－、￣、ゴー、ニーーグー、〆へ
５２５１５０４９４８４７４６４５４４４３４２４１ 
－〆、-ン、-プ閂－〆～伊～＝～￣、－〆、-〆－－￣〆～〆
＊＊伺艦の残がいが、アメリカの海洋研究家ポール・ティドウィル氏によって半世紀ぶりに確認されたといった「ニューヨー
ク・タイムズ」紙の記耶（一九九五・七・一八付）が「読売新附」二九九五・七・二○付）に股近紹介された。伊砠は一
九四四年六月二十三日深夜、音辮ブイに探知きれ、百九人の乗貝と共に撃沈きれた。本年五月初旬、ポール。ティドゥィル
氏が米国海箙の資料に基づいて沈没水域を音波探知器と特殊カメラで調査したところ、水深約五千百メートルの深海の底に
横たわる伊駆の船体を確認した。この海洋研究家が五年間にわたって伊記を追跡調査したのは、同艦が積んでいたと考えら
れる金塊一一トン（時価二千五百万ドル）探しに夢をかきたてられたからである。現在、その回収計画が進行中とのことであ
る。
豆）小菅昭一郎「訪独潜水艦と持ち帰ったエンジンの運命－１エンジンの一隅をひそやかに駆け抜け深海に去っていった潜水
艦伊８、伊記に棒ぐ」（「内燃機関」鍋巻、号、所収）
（開）栃木隆夫「訪独作峨（作戦の思い出③」舍伊号第八潜水艦史」所収）
注（９）に同じ。
．小谷順弥「訪独作戦の思い出」ｓ伊号第八潜水艦史」所収）
liiil 
右
。
注（辺に同じ・
注（９）に同じ。
柾（Ｕに同じ。
注（７）に同じ。
同右。
木
俣
滋
郎
「
日
本
趣
同右、五五七頁。
伺右。
「日本潜水艦戦史」（図書出版社、平成五年八月）、三○三頁。
必
航行中の伊８潜
ブレスト潜水隊司令ヴインター少佐と内野艦長（大佐）
4５ 
ブレスト港のブンカーに入るところの伊８潜、艦橋の右端が内野艦長
｢」
プンカー内においてドイツ海軍西部海軍長官テオドール・クランケ大将と
握手する内野艦長
4６ 
ブレストの独潜水艦用のプンカー（伊８潜が入った所）（筆者撮影）
プンカーの裏手（筆者撮影）
4７ 
￣…篇wT1下/YH雨Y､寮薄薄〒ｉｉ誘ri燕霧?
0,1 
凸■
シャトー
ブレストの城よ')見たブレストの港１コ（筆者撮影）
轍『》
(現在はフランス海軍が使用している） (筆者撮影）ロリアンのブンカ
4８ 
伊８潜の乗組員たちが休養をとったシャトーヌフの令餓（ArchiveMunici-
palesBrest提供）
ブレスト市街と港湾地区の図
4９ 
5０ 
『ぬ
